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令和 7 年度 全国道路・街路交通情勢調査 

の実施について（協力依頼） 

 

 

このたび、国土交通省道路局では、5 年に 1 度の一般統計調査として、全国道路・

街路交通情勢調査 自動車起終点調査（OD 調査）を実施致します。この調査は、日

本全国の道路交通の実態を把握し、道路の計画、建設、管理などについての基礎資

料として活用しております。 

つきましては、営業用貨物車に対する調査実施に当たり、貴協会並びに各都道府

県トラック協会には下記事項に関しまして、格別のご協力をお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

１．調査体系 

 調査は国土交通省の各国道事務所等が実施 

 

２．調査の実施期間 

 令和 7 年 9～11 月 

 



 

３．協力依頼内容 

 各都道府県トラック協会へ以下の協力依頼をお願い致します。 

なお、詳細な協力内容については国土交通省の国道事務所等が各都道府県トラッ

ク協会と別途調整させていただきます。 

 

（１）国土交通省と各都道府県トラック協会との連名による調査を実施 

・調査物件等に国土交通省と連名で各都道府県トラック協会の名称、連絡先

を記載し、国土交通省が調査を実施。 

 

（２）各都道府県トラック協会より加盟事業者に対する本調査の周知 

・国土交通省で用意するパンフレット等による調査の事前周知。 

 

（３）加盟事業者からの問い合わせへの対応 

・本調査に対し、加盟事業者より各都道府県トラック協会へ問い合わせがあ

った場合、調査協力の依頼、及び、国土交通省にて設置するサポートセン

ターへの誘導。 

 

以上 



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

営業用車協会への調査協力依頼
（R7年度全国道路・街路交通情勢調査 自動車起
終点調査（OD調査））

＜参 考＞



自動車起終点調査（OD調査）の概要

1

○ 国土交通省道路局では、5年に1度の一般統計調査として、全国道路・街路交通情勢
調査 自動車起終点調査（OD調査）を実施し、日本全国の道路交通の実態を把握し、
道路の計画、建設、管理などについての基礎資料として活用。

○ 秋季（9月～11月）のある1日を対象日として、その日における自動車の運行状況を

把握。（出発地・目的地、トリップ長、運行目的・乗車人員（乗用車類）、積載品
目・積載重量（貨物車類） 等）

車種 調査目標台数

ハイヤー・タクシー 約7,500台

貸切バス 約2,500台

貨物車 約110,000台

自動車起終点調査
（OD調査）

高速OD調査

営業用車類調査

事業者調査

路線運行調査

NEXCOが実施

ハイヤー・タクシー
貸切バス
営業用貨物車

路線バス
緑・黒ナンバーを対象

自家用車類調査

白・黄ナンバーを対象オーナーインタビュー
OD調査

国土交通省が実施

自動車の所有者・使用者に対する調査

高速道路の利用者に対する調査

■自動車起終点調査の全体構成

※調査対象車両は、自動車登録ファイルや軽自動車検査記録簿から無作為抽出



営業用車調査の実施体制
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○ 国土交通省が調査主体となり、事業者に対して郵送配布・回収により調査を実施。
○ 各都道府県協会及び加盟事業者への協力依頼の発出等をお願いいたします。

国土交通本省

全国ﾊｲﾔｰ・
ﾀｸｼｰ連合会

全日本
トラック協会

日本
バス協会

都道府県
タクシー協会

都道府県
トラック協会

都道府県
バス協会

国道事務所
（各県代表事務所）

協
力
依
頼

協
力
周
知

調
査
実
施

調査会社

契
約

協力依頼

貨物事業者

貸切バス事業者

協
力
周
知
（広
報
誌
、
Ｍ
Ｌ
等
）

全国個人
タクシー協会

都道府県
個人ﾀｸｼｰ協会

日本貨物運送
協同組合連合会

都道府県
協同組合連合会

タクシー事業者

全国各協会 都道府県各協会



協力いただきたい事項（R7年度：本調査の協力依頼）
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①国と都道府県協会の連名による調査の実施
（各種物件へ協会の名称を記載）

②都道府県協会より加盟事業者への調査の周知
（協会から加盟事業者への広報紙等がある場合は、
調査協力の依頼の掲載等）

③加盟事業者からの問い合わせへの対応
（加盟事業者より都道府県協会に問い合わせが
あった場合、国のサポートセンターへの誘導）

調査物件への記載例（R3調査）

〔１〕調査への協力・周知等

〔２〕貸切バス車両の登録情報の提供 ※バス協会様のみ

○各都道府県のバス協会に、各事業者が保有する貸切バス車両の登録情報の収集へ
のご協力をお願いしたい

 ＜内容＞ 登録番号、事業者名、事業者の所在地、使用の本拠の位置、
使用燃料、車両重量、初度登録年月、乗車定員

 ＜目的＞ 地方整備局、国道事務所が提供を受けた情報に基づき、調査対象車両を抽出
 ＜時期＞ R7.6上旬の回答依頼を予定



（参考） 営業用車調査の流れ
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調査車両の抽出

調査物件の印刷・封入

調査物件の発送

Web調査回答システム
or 調査票による回答

データ作成

お願い状の発送

お礼状の発送

※調査協力として、都道府県協会の名前を記載
（実施主体は国土交通省）

※協会に問い合わせがあった場合は国土交通省が設置する
サポートセンターへ誘導

※調査協力として、都道府県協会の名前を記載
（実施主体は国土交通省）

※調査協力として、都道府県協会の名前を記載
（実施主体は国土交通省）
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